
豊川に3己、り る受信空電方位について [1]
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t字

妨害に対する問問;こ対しての資料をうる目的で到来~

電方位の自記述統鋭測を 1952:$7月から再開した.

ここでは 1952匁7月から 12月までの6ヵ月間の記録

結果について報告rる.
11.観測

第 1図に観測に使用している装留の系統凶を示し

た.原王年等に関してli.~主研報告第 1 宅金第 1 号・に詳し

い報告がなされているのでこ こでは省略する.

島中夫哲田鎌

測定機系統図i;i'nl刈

I.緒言

長波械においてt ~.官の到来方向を自動的に旦述続

的に記録するということは，欧洲特に仏濁.英国にお

いて， 1930年頃開始され，沼波通路上の察官源の分宿

筏機，気象現象との関係などを研究する重要な資料を

提供するものとして発途し，仏国ビューロー氏の如き

は過去二十数年間連続観測を実施し，種々重要な結果

すr発表している・この観測方法;主窓電源を策問的に考

える場合に重要な方法であり，且観測jに入手と続長~>;>:

3反しないことも利点の一つでーある.

近年，長波市7)屯波ヵ:昼夜の区別なく，相当:.li!;距端

迄通信が可能である点を利用して，長波のロ ーラ y航

法が発達して来たが，この方市に対して，室電の指向

性受伝ーの資料t主種kill:袈なE.載をもたらすものと考え

らオLる.

当研究所においては，庄司Zの本質研究や長波通信J)

-. 
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観点目t也点'主1l大シ?'電研究所(137022'E， 34050' N)で

ある.観測刀法は，日本「葉市!待刻で午前9時よ I}sf;! Fl 

の午前9時迄の 24時間を 1J，'.j朔とした.受信周波数

(t 12 kcjsec.受信刺得。17月から 10月までは近短械

の局地性の&~電泌を対象としたため約 60db， 11月，

12月.1遠距緩のものを対象として約 90dbを係用し

れ.ソj向感度幅;主5g'[ ，("ある.電波は人工雑誌を避け

ろため総:てm告をFI1¥、た.
測定機のプJI匂門主にt.j-~-る検討として ，鋭iffUt也点よ

り39k 111にあるfl.c佐美同 (13701'17"E. 34058'15" N) 
の 17kcの況波を受信したーこの結果地図上の方向に

対して万向感度艇が.内の21丞で正時に方位指示をする

ことずざたしかめた.

111.観測結果と解併

第 2図に記録乃一例として 1952年 12月17日9時

-18 日 9~碍迄の記録を示した.この記録において棋輸

はO。を北として時計式に討ったブ1イ立を，縦軸l主時間

々あらわず.

1.定期性室電源，2)仰に対する槍討

7月から 12月迄の記録企見るに，夜間主として盛況

の到決「る方向;ま或るブrj(主に1¥1':，寄されていることが午11

ろ.従ってこの傾向をJ品べるために 10。間隔に分け

て.11待問毎の集11を則いた.又ささ屯とL、う立場から

凡た一般的な四拳の分s'1法 (2)に基いて，7， 8月を反

等1';.9， 10月を私季，11， 12月そ冬季として，更に2カ

JI間のド均をとって，受伝主主屯に対1・る方{立分イ行図を

第3凶 (a)控JIIにおける兵季答電受信

方位分布i凶(1952年)

よ乏 季

-一昼間. 一一 夜間l

!I 
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地いーζ見ると，第3図(a)，(b)， (c)の如くなる.

電波伝1蓄の形式ヵ:昼間と夜間では大いに異る点を考慮

に入れ'C ，第 3 図では~}I 1における日出没時を基準に

して，居間と夜間とに分けて集計した核i設を示してあ

る.このブJイす.分布を見るに昼間と夜間で;ま明らかに分

.{fj模織を異にしている.この相違(~夜間には比叡的遠

プjの忽百源よ り「るものも交信されることに慈いてい

ると考えられ，伝情状態の相選をあらわ1・ものと見倣

さ;/tる.

~3 闘 (b) 主主川におけるfA季Q:沼受信

方イ守分布凶 (1952年)

秋季

第3図(c) 笠川における冬守谷屯受信

ブJ{立分 布図

冬季

I~ 
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先ず昼間に本邦において受信される盗電の方位は7

刃から 12月迄を通じて葉南から南西の聞に最大を示

している.このことは前の報告{めでも少しのべたよう

に， 気象学的に見て，本チi'Iの太平洋岸は南方から北上

する熱帯性の湿潤な暖気・流と，北方から南下する極地

性の乾繰した寒気流の接触位置となっており，局地位

の不連続閣の盛，良に関係のあるささ電源によるものと考

えるのが，個々の記録について，気象図と対象し℃見

Tこ結果妥当のよ ろである.

次に1年をi通じて侭t:$度の雷雨活動の激しい地区か

らする袋mについて考えよう .このためには，電離闘
の岐牧が少く，伝告書状態の良好になる夜間の方{立分布

によることが必要である.第3図(a)，(b)， (c)の夜間

の方位分布に見られる如く， ，更から冬へ季節が移るに

つれて，受信安定最大のブj位は頁脅から南西，南々西

へと移動している.この移動;工季節による低緯度地方

の雷雨活動地区の移動と一致しており，夜間の記録;主

充分かかる遠方よりナる答電も受信しているとL、いう

る.短期間の記録であるため，決論的なことは云い得

たいが，受信空軍の定期的な移動iこ対する傾向を伺う

には充分であった・従って長期の連続観測が更に確定

酌な結果をもたらすことは期待出来る.

2.不定期健室電源に対する検討

不定期性察電源の移動に関しては，一点における観

測であるため，明らかにその移動であると断定を下. ~­

ことは不当なことである.しかし次に述べる例におい

ては，この絞測期間を通じて書官にしか~電を受信しな

い方向にあらわれた空電であり， 且或る特定の方向に

対して記録を集録してみると，集団的に移動した傾向

が税われたので 1，2の例について解析を試みた.

i. 1952 {f. 9月15日-16日

9月15日の朝から翌 日 目の朝にかけて，北を中心

として士200 の方位に顕著な終電の記録を得た.主主川

においてこの季節にこの方向からする室電として予測

しろ るものは中部山系，関東山系における局地的な雷

のと考えられ，しかも全体的の動きが前線の移動と同

ーであることから，この寒冷前線によって生じた盗電

波の移動をしめしているものと恩われる.第4図(a)

<b)にこの時の記録を特定の方位について抜粋したも

のと，低気圧の中心及び寒冷前線の惨動の模様とを示

しTこ.

'-'6 
'fl> 

第4図 (a) 記録例

15 Sep.-16 Sep. (1952) 

第4図 (b) れ気圧及び5寒冷前線の移動模様

席、iよりーするものである.然してこの日の天気図による I I / ~ 1HZ.' (1‘岬

と， 北静520，東経1340附近にあった低気圧の中心か

ら南にのびる寒冷前線が日本苦手を綻断してお り，この

低気圧の移動;二作われて，この前線:主北海道を横断し ii. 1952年9月16日-19日

てオホーツ グ海へぬけている.この前線の移動にょっ 前例に引き続いて北梓48
0
，東経1260附近に発注し

て本州の山岳地衛(1.雨になっているが発雷はなく， 16 た低気圧の中心から南にのびる寒冷前線(主次第に発i_:i

aの朝;主この雨も止んでいる.しかし北海道から樺太 しながら日本海を横切り北海道から奥沼地方を横断し

にかけては，この前線の通過前後で各地に発雷を見て てオホーツグ海に進んだ.この移動に伴って，奥羽地

いる.従って3400_300にかけての記録‘主，この寒冷 方から北海道に亙って各地で発脅し 17日の前線通過

前棋の移動に伴われた援乱にも Fづくささ疋源からのも 前後にあって発雷活動;主:最高に達した.この日の記録



を妓+1'して第5悩 (a)に，この低気圧の中心及び寒冷

前隙乃移動を (b)に示した.

これ等を参照?れ!f築制的にこの方位よ りする主主e'，!l

ヵ:1'生動したことがぷわれ，しかもラきめ前棋の移動方向

と同一℃あることカ;判る・

よdCの2例に見られるように移動性の不定期性広荒

川に対して，このた保Jよ!Jl(る程度の資料をもたらしう

ろことがわかる・しかしこの方式は安否の到途方向に

よってこれ等のことがマスグさjい記録乃中からかか

ろもののみを釣出してZ命ずることが出穏ない欠点を才i
している.然し ，通常は記録;こあらわれないか，叉(ま

非~~.に少いブiif:立iこ，m卜Jj的に記録をl~i二場合;主少くとも

9.1'1 
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第5図 (a) 記録例

16 Sep.-19 Sep. (1952) 
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第5図 (b) 低気圧及び寒冷前線の診勤役様

刊 ζ1.'.11-"

;;r，奴定性の~~冠拐をあらわすということは官L 、うるよ

うに考えられる.このことは，かかろ方式による観測

結果から初め'Cf-Ilることでー ， β;電源と気守~~結集の関係

を保!Iるよに1J'i:~な資料をあたえうると思う.

3. 受信~電の時間的分布

渉ょに交信住吉のi専問的分布について集計して，豆

写生，秋季，冬季について図示して見ると第6図の如く

なる.この結果をみると，午後から符にかけて受信・さ

れたら・可が夜間のものより多いことを示している.こ

のことは.電界強度if[:j定後の結果ゃ，電波伝熔上から

考えて不合政なことである.かかる結JZを生じた原因

として考えられるのは，観測対象による受信感度の調

第6図受信出屯の時宿:的分布 (1952年)
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教によるもの，記録方式の欠点によるもの，等が主な

ものである..1111ち受信感度{主，夏季，秋季のように，

局地的な答電が強いi時季に或る程度以上にすると，記

録ベyの動作続四に制限があるため，記録不能になる

ので，感肢を侭下させて観測するため途方からのささ電

に対しては，余程強くなL、と記録にあらわれないとい

う欠点があるし，叉記録方式の欠点として， ).丘臨海在の

強烈なil.捌合継続時間の長い答電入力に対しては，同

ーの2?;電源に対して感度憾に相当した記録を生ずるこ

とがあり，従って室電源と記録とが1対1の対応をし

なくなることである・故に記録の整理にあたっては，

時と場合により或る荷重他・をかけて集討をすることが

必要となるわけである.しかしこの評価値をどの程度

にするべきかが不明であったので，-~ぶ同じ評価の下

に集計して見たことが結果に響いたものと思われる.

今後漸次これ縛の欠点を除くように改良を加えて行〈

つもりでいる.

IV.結 言

以上で大体の報告を終るが，半年の述統観測から判

明したことは，この記録の信頼度を増.j-ために，言己僻

方式等につき今一段の工夫を必要とすることと， 会;沼

の研究に対して重要な資料を提供しうる鋭部Ijであるこ

とを再認識したことである ・ 従って~おま~'i.，装置に

改良を加えながら観測を継続している.終りにあたっ

て，記録の整理にあたった熊谷綬並びに観測に協力さ

れた方々に深甚の部忍を表する次第である.
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